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概要 

ゼロカーボン社会࡛ࡣ、⏕可能エネルギーࡀ導入ࢀࡉ、電Ẽ⮬ື㌴ࡀᗈく普及するなከく

のኚ化ࡀ㉳ࡇるࠋ低炭素社会戦略センターࡗ⾜ࡀた⏕可能エネルギー評価の⤖ᯝをά用࡚ࡋ、

産業連関分析によࡽࢀࡇ、ࡾのኚ化ࡀ社会経済と環境負荷に࠼るᙳ㡪を定量的に分析するᡭ法

を開発ࡋたࡎࡲࠋබ表࡚ࢀࡉいる産業連関表に⏕可能エネルギーを᪂たに㏣ຍࡋた拡ᙇᆺ産業

連関表を作成ࡋ、産業部門別の CO2排出量を拡ᙇᆺ産業連関表に関連けた CO2排出係ᩘ表を作

成ࡋたࠋḟい࡛低炭素社会戦略センターࡀ評価ࡋた⏕可能エネルギーの発電コストとᮦᩱ用

量に基づいたゼロカーボン電源システムの計⟬⤖ᯝをྵめ、ᑗ᮶㉳ࡇると⪃ࢀࡽ࠼るኚ化を࠼

࡚産業連関分析を⾜ࡗたࡑࠋの⤖ᯝかࡽ国内総⏕産 GDP と CO2排出量を計⟬ࡋたࠋ 
本ᡭ法によ࡚ࡗ GDP の成㛗と CO2 排出 80%๐ῶࡀ୧立するとい࠺計⟬⤖ᯝࡀᚓࢀࡽたࠋ本

ᡭ法を用いࡤࢀ、ᵝࠎなኚ化を࡚࠼産業連関分析を⾜ࡇ࠺とによࡾ᫂るく㇏かなゼロカーボン

社会実現のシナリオを♧すࡇとࡁ࡛ࡀるࠋ 
 

Summary 
Many changes will occur in a zero-carbon society, such as the introduction of renewable energy and the 

widespread of electric vehicles. Utilizing the evaluation results of renewable energy conducted by Center for 
Low Carbon Society Strategy, the method was developed to quantitatively analyze the impact of these 
changes on the economy and environment through input-output analysis. First, the extended input-output 
table was created by adding renewable energy to the published input-output table, and a CO2 emission factor 
table was created by associating CO2 emissions by industrial sector with the extended input-output table. 
Next, the input-output analysis was conducted by giving changes including the results of the zero-carbon 
power supply system based on the power generation cost and the materials of renewable energy evaluated by 
Center for Low Carbon Society Strategy. From the results, Gross Domestic Product GDP and CO2 emissions 
were calculated.  

The calculation result was obtained in which both GDP growth and 80% reduction of CO2 emission were 
compatible by this method. It is possible to show a scenario of realizing a bright zero-carbon society by 
conducting input-output analysis with various changes. 
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1 .  めにࡌࡣ 

1 . 1  ゼロカーボンに向かうᐃ㔞ⓗ社会ീ 
地⌫環境άືの┠ᶆࡀ、低炭素かࡽ⬺炭素࡚ࡗ⛣いるのࡀୡ⏺の㊅ໃ࡛ࡾ࠶、本提案書࡛ࡶ

͆低炭素社会͇に᭰͆ࡾࢃゼロカーボン（௨下、Z C）社会͇の実現を┠ᶆとするࠋ 
Z C 社会࡛のエネルギー源ࡣ大部分ࡀ Z C 電源になるࡑࠋのኚ化の下࡛、᫂るく㇏かな Z C 社会

に向か࠺㐨➽を᫂ࡽかにするࡇとࡀ㔜要࡛࠶るࡑࠋのために、20 50 年࡛の産業構造ኚ化、GDP、
CO2 排出量の関係を᫂ࡽかにするࡇとを┠的に、低炭素社会戦略センター（௨下、L CS ）࡛ᚓࡽ

いる࡚ࢀ Z C 電源の供給可能量と経済性データなを用い、産業連関分析による᪂ࡋいᡭ法を開

発するࠋ 

1 . 2 産業㐃㛵ศᯒ࠸⏝ࢆたᡭἲ 
L CS を評な⏕可能エネルギーの発電コストとᮦᩱ用量なࠎロセス設計に基づい࡚ᵝࣉࡣ

価ࡋた[ 1- 7] ⏕可能エネルギーの発電コストの、࡚࠼ຍࠋ L CS 評価⤖ᯝを用い࡚ 20 50 年低炭素

電源システムを計⟬ࡋた[ 8 ]  ࠋ
本提案書࡛ࡣ、᫂るく㇏かな Z C 社会を実現するシナリオの定量的ᣦᶆと࡚ࡋ国内総⏕産 GDP

と CO2排出量をྲྀࡾ上ࡆるࠋබ表࡚ࢀࡉいる産業連関表に⏕可能エネルギーを᪂たに㏣ຍࡋた

拡ᙇᆺ産業連関表を作成ࡋ、⏕可能エネルギーに関する L CS 評価⤖ᯝかࡽ、᪂設ࢀࡉる⏕可

能エネルギーのᢞ入係ᩘを࠼るࠋ拡ᙇᆺ産業連関表に関連け࡚ CO2 排出量をồめ、部門別、

㈈ࢧービス別の CO2排出係ᩘを計⟬する20ࠋ 50 年低炭素電源システムの発電量の計⟬⤖ᯝを用い

た Z C 電源をྵめ、ᑗ᮶㉳ࡇると⪃ࢀࡽ࠼るኚ化を࡚࠼産業連関分析を⾜ࡇ࠺とによࡾ、産業

連関分析の計⟬⤖ᯝ࠾よࡧ CO2排出係ᩘかࡽ、ᑗ᮶社会の GDP と CO2排出量を計⟬するࡇとࡀ

 ࠋるࡁ࡛

2 .  ィ⟬ᡭ㡰 

2. 1  ᣑᙇᆺ産業㐃㛵⾲ 
CO2排出๐ῶ┠ᶆ 8 0 㸣ࡣ 20 13 年を基‽と࡚ࡋいるの࡛、産業連関表と࡚ࡋ 20 13 年ᘏ㛗産業連

関表（経済産業省）[ 9 ] を用いたࠋ 
20 13 年ᘏ㛗産業連関表࡛ࡣ、業用電力ࡣ 1 ㈈、発電部門ࡣ原Ꮚ力発電、ⅆ力発電、水力発電

の 3 部門ࡔけ࡛࠶るࡀ、Z C 電源システムを㐺用ࡋた産業連関分析を⾜࠺ため、発電部門とࡋ

࡚太陽光発電、風力発電（陸上）、地熱発電、木質バイオマス発電、蓄電システム発電、࠾よࡧ関

連部門と࡚ࡋ太陽光モジュール、蓄電システム、電Ẽ⮬ື㌴を᪂たにຍ࠼、 138 部門とする拡

ᙇᆺ産業連関表を作成ࡋたࠋな࠾ 20 13 年ᘏ㛗産業連関表にࡣ社会資本➼ῶ⪖分ࡀ᥍㝖࡚ࢀࡉい

るため、20 11 年産業連関表（総務省）[ 10 ] をཧ⪃に⿵ṇを⾜ࡗたࠋ 
ලయ的にࡣ、ᅗ 1 に♧すよ࠺に表計⟬ࣇࢯト࡛✌ാする V B A ムࣛࢢロࣉ 1 を作成20、ࡋ 13 年

ᘏ㛗産業連関表かࡽ 20 13 年ᢞ入表を⏕成するࠋḟに産業部門を 138 とする部門表を作成するࠋ

のࡇ 138 部門表と 20 13 年ᢞ入表を用い、V B A ムࣛࢢロࣉ 2 を作成࡚ࡋ 20 13 年 138 部門拡ᙇᆺ産

業連関表を作成するࠋ 
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ᅗ 1  2 0 1 3 年 1 3 8 㒊㛛ᣑᙇᆺ産業㐃㛵⾲のసᡂࣇローᅗ 

2. 2 C O 2ฟಀᩘ 
産業部門別 CO2排出量データについ࡚ࡣ L CS 提案書[ 11] にᡭ㡰ࡀ提案࡚ࢀࡉいるࡣ࡛ࡇࡇ、ࡀ

産業連関表の産業部門にྜ࡚ࡏࢃCO2排出量データࡲࡀとめ࡚ࢀࡽいる環境負荷原単位データブ

ック(20 11 年)[ 12] を用いるࡇととࡋたࠋ 
環境負荷原単位データブックに♧ࢀࡉた産業部門を 138 に㞟⣙ࡋ、エネルギー㉳源と㠀エネル

ギー㉳源の CO2排出量(t - CO2)を㞟計ࡋたࠋ୪⾜࡚ࡋ 20 11 年産業連関表のᢞ入表（総務省）かࡽ

138 部門拡ᙇᆺ産業連関表(ⓒ)を作成ࡋたࡇࠋの 2 表かࡽ㈈・ࢧービスにᑐᛂする産業部門

とᐙ計の CO2排出係ᩘ表(t - CO2/ⓒ)をồめたࠋ 
実㝿にࡣ、ᅗ 2 のよ࠺に表計⟬ࣇࢯト࡛✌ാする V B A ムࣛࢢロࣉ 3 を作成ࡋ、環境負荷原単

位データブックかࡽ 20 11 年 CO2 排出量表（ᢞ入表に┦ᙜ）を⏕成138、ࡋ 部門表を用い࡚ 20 11
年 138 部門 CO2排出量表を作成する20ࠋ 11 年ᢞ入表と 138 部門表かࡽ 20 11 年 138 部門拡ᙇᆺ産

業連関表を作成するࡇࠋの 2 表かࡽ 20 11 年 138 部門拡ᙇᆺ CO2 排出係ᩘ表をồめるࠋCO2 排出

係ᩘࡣᑗ᮶ࡶኚࡽࢃないࡶのと௬定࡚ࡋいるࠋ

ᅗ 2  2 0 1 1 年 1 3 8 㒊㛛ᣑᙇᆺ C O 2 ฟಀᩘ⾲のసᡂࣇローᅗ 

138 㒂㛓⾪

 ࢹࣆࢮ⟥゛⾪

VBA ࣑ࣚࢡࣞࣈ 2 

2013 年 138 㒂㛓ᣉᘿᆵ⏐ᴏ㏻㛭⾪ 

2013 年ᘇ㛏⏐ᴏ㏻㛭⾪ 

ࢹࣆࢮ⟥゛⾪

VBA ࣑ࣚࢡࣞࣈ 1 

2013 年ᢖථ⾪

ὀ)ኴᯟ࢘ࢲࡣンロー

 ࡍ♧ࢆࢱーࢹたࡋࢻ

ὀ)ኴᯟ࢘ࢲࡣンロー

 ࡍ♧ࢆࢱーࢹたࡋࢻ
⎌ሾㇿⲬཋ༟నࢸータ

ࢹࣆࢮ⟥゛⾪

VBA ࣑ࣚࢡࣞࣈ 3 

2011 年 CO2ᤴฝ㔖⾪ 138 㒂㛓⾪ 2011 年ᢖථ⾪ 

ࢹࣆࢮ⟥゛⾪

VBA ࣑ࣚࢡࣞࣈ 4 

2011 年 138 㒂㛓ᣉᘿᆵ CO2ᤴฝ㔖⾪ 

ࢹࣆࢮ⟥゛⾪

VBA ࣑ࣚࢡࣞࣈ 2 

2011 年 138 㒂㛓ᣉᘿᆵ⏐ᴏ㏻㛭⾪

20 1 1 年 1 38 㒊㛛ᣑᙇᆺ C O 2ฟಀᩘ⾲
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2.3 産業構造の変化 
作成ࡋた 2013 年 138 部門拡ᙇᆺ産業連関表にᵝࠎなኚ化を࠼産業連関分析を⾜ࡗた2050ࠋ

年の ZC 社会に向け࡚⪃ࢀࡽ࠼るኚ化を表 1 に♧ࡋたࠋ 

⾲ � 産業㐃㛵ศᯒにࡿ࠼変化の例 

グྕ 㡯┠ 

a ZC 㟁※࣒ࢸࢫࢩ�㟁ຊ㟂要ࡣ 2013 年ࠊࡌྠⓎ㟁㒊㛛の CO2ฟゼロ� 
b 㟁化にࡿࡼ㒔ᕷࢫ࢞の๐ῶ 
c 㟁化にࡿࡼⅉἜࠊLP  の๐ῶࢫ࢞
d 㟁Ẽ⮬ື㌴�EV�100㸣ᬑཬ࢙ࢩࢻࣛࠊ�RS�50㸣ᬑཬ 
e ࣜࣝࢡࢧᮦのά⏝にࡾࡼ㖧㕲㌿⅔⢒㗰の⏕産 50㸣ῶࠊ㟁⅔⢒㗰の⏕産 50㸣ቑ 
f ࣜࣝࢡࢧにࡾࡼ化Ꮫ〇ရの⏕産 50㸣ῶ 
g ࣓ࢭンࢺ≀ᛶの向ୖに࣓ࢭࡾࡼンࢺ〇ရの⏕産 70㸣ῶ 
h ỗ⏝ᶵᲔࠊ産業ᶵᲔの㍺ฟ 2 ಸ 
i ゼ᪥᪑⾜⪅にࡾࡼᐟἩࢧーࢫࣅ 10 ቑࠊ㣧㣗ࢧーࢫࣅ 6 ቑࠊ་⒪㈝ 30 ቑ 
j ሗࢧーࢫࣅ産業の⏕産 20 ቑࠊᐙィのᩍ⫱㟂要 10 ቑ 

 
2.4 GDP  CO2ฟ㔞 
表計⟬ࣇࢯトの関ᩘを利用(1)、࡚ࡋᘧに♧す⾜ิによࡾ、国内᭱⤊㟂要、㍺出、ᢞ入係ᩘ、㍺

入係ᩘに表 1 のኚ化を࠼、国内⏕産㢠と中㛫ᢞ入㢠を計⟬するࠋ 
X㸻�I－�I－M�A �-1��I－M �F㸩E �           (1) 

X㸸国内⏕産㢠、I㸸単位⾜ิ、M㸸㍺入係ᩘのᑐゅ⾜ิ、A㸸ᢞ入係ᩘ⾜ิ、F㸸国内᭱、࡛ࡇࡇ

⤊㟂要㢠、E㸸㍺出㢠࡛࠶るࠋ 
計⟬ࢀࡉた産業連関表か(2)ࡽᘧによࡾ GDP を計⟬ࡋたࠋ 
 GDP㸻国内᭱⤊㟂要㸩㍺出－㍺入           (2) 

2.2 㡯࡛ồめた 2011 年 138 部門拡ᙇᆺ CO2排出係ᩘを࡚ࡌ CO2排出量を計⟬ࡋたࠋ 

�� ィ⟬例 

2050 年の経済社会に࠼るᙳ㡪を産業連関分析࡛計⟬するに、ࡣのよ࠺なኚ化を࠼るかࡀ

㔜要࡛࠶るࠋと࡚ࡋ、社会経済と環境負荷に大ࡁなᙳ㡪を࠼ると⪃ࢀࡽ࠼る 10 㡯┠のලయ的

なኚ化を㟂要部門とᢞ入係ᩘ表に分け࡚♧ࡋ、᭱ᚋに産業連関分析の⤖ᯝを♧すࠋ 
 

3.1 変化の概要 
a ZC 電源システム 
⏕可能エネルギーの発電コストの LCS 評価⤖ᯝを用い࡚、͆ 電力㟂要ࡣ 2013 年とྠࡌ、発電

部門の CO2排出量ゼロ、័性力 25㸣௨上͇とい࠺᮲௳࡛計⟬ࢀࡉた ZC 電源システムの⤖ᯝを産

業連関分析に࠼るኚ化とࡋたࠋ 
᪂設する⏕可能エネルギーのᢞ入係ᩘࡣ水本[13]ࡽの᪉法をཧ⪃とࡋたࡎࡲࠋ㢮ఝ部門を㑅

定ࡋたࠋࡤ࠼太陽光発電ࡣ燃ᩱ不要࡛࠶るの࡛水力発電を㢮ఝ部門とࡋたࠋḟい࡛素ᮦ、中㛫

㈈、エネルギーについ࡚ࡣ LCS 評価⤖ᯝによ࡚ࡗồめたࢧࠋービス㈈とຍ価್につい࡚ࡣ、㢮

ఝ部門の素ᮦ、中㛫㈈、エネルギーのᢞ入㢠にᑐするࢧービス㈈、ຍ価್のᢞ入㢠のẚかࡽồ

めたࡇࠋのよ࠺に࡚ࡋ⏕可能エネルギーのᢞ入係ᩘを᪂たに導入ࡋたࠋ㟂要部門࡛ࡣ、ᐙ計消

費とᐙ計እ消費の電力㟂要㢠を ZC 電源システム計⟬⤖ᯝにᚑ࡚ࡗኚ᭦ࡋたࠋ電力価᱁ࡣ LCS 発
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ᅗ 1  2 0 1 3 年 1 3 8 㒊㛛ᣑᙇᆺ産業㐃㛵⾲のసᡂࣇローᅗ 

2. 2 C O 2ฟಀᩘ 
産業部門別 CO2排出量データについ࡚ࡣ L CS 提案書[ 11] にᡭ㡰ࡀ提案࡚ࢀࡉいるࡣ࡛ࡇࡇ、ࡀ

産業連関表の産業部門にྜ࡚ࡏࢃCO2排出量データࡲࡀとめ࡚ࢀࡽいる環境負荷原単位データブ

ック(20 11 年)[ 12] を用いるࡇととࡋたࠋ 
環境負荷原単位データブックに♧ࢀࡉた産業部門を 138 に㞟⣙ࡋ、エネルギー㉳源と㠀エネル

ギー㉳源の CO2排出量(t - CO2)を㞟計ࡋたࠋ୪⾜࡚ࡋ 20 11 年産業連関表のᢞ入表（総務省）かࡽ

138 部門拡ᙇᆺ産業連関表(ⓒ)を作成ࡋたࡇࠋの 2 表かࡽ㈈・ࢧービスにᑐᛂする産業部門

とᐙ計の CO2排出係ᩘ表(t - CO2/ⓒ)をồめたࠋ 
実㝿にࡣ、ᅗ 2 のよ࠺に表計⟬ࣇࢯト࡛✌ാする V B A ムࣛࢢロࣉ 3 を作成ࡋ、環境負荷原単

位データブックかࡽ 20 11 年 CO2 排出量表（ᢞ入表に┦ᙜ）を⏕成138、ࡋ 部門表を用い࡚ 20 11
年 138 部門 CO2排出量表を作成する20ࠋ 11 年ᢞ入表と 138 部門表かࡽ 20 11 年 138 部門拡ᙇᆺ産

業連関表を作成するࡇࠋの 2 表かࡽ 20 11 年 138 部門拡ᙇᆺ CO2 排出係ᩘ表をồめるࠋCO2 排出

係ᩘࡣᑗ᮶ࡶኚࡽࢃないࡶのと௬定࡚ࡋいるࠋ

ᅗ 2  2 0 1 1 年 1 3 8 㒊㛛ᣑᙇᆺ C O 2 ฟಀᩘ⾲のసᡂࣇローᅗ 

138 㒂㛓⾪

 ࢹࣆࢮ⟥゛⾪

VBA ࣑ࣚࢡࣞࣈ 2 

2013 年 138 㒂㛓ᣉᘿᆵ⏐ᴏ㏻㛭⾪ 

2013 年ᘇ㛏⏐ᴏ㏻㛭⾪ 

ࢹࣆࢮ⟥゛⾪

VBA ࣑ࣚࢡࣞࣈ 1 

2013 年ᢖථ⾪

ὀ)ኴᯟ࢘ࢲࡣンロー

 ࡍ♧ࢆࢱーࢹたࡋࢻ

ὀ)ኴᯟ࢘ࢲࡣンロー

 ࡍ♧ࢆࢱーࢹたࡋࢻ
⎌ሾㇿⲬཋ༟నࢸータ

ࢹࣆࢮ⟥゛⾪

VBA ࣑ࣚࢡࣞࣈ 3 

2011 年 CO2ᤴฝ㔖⾪ 138 㒂㛓⾪ 2011 年ᢖථ⾪ 

ࢹࣆࢮ⟥゛⾪

VBA ࣑ࣚࢡࣞࣈ 4 

2011 年 138 㒂㛓ᣉᘿᆵ CO2ᤴฝ㔖⾪ 

ࢹࣆࢮ⟥゛⾪

VBA ࣑ࣚࢡࣞࣈ 2 

2011 年 138 㒂㛓ᣉᘿᆵ⏐ᴏ㏻㛭⾪

20 1 1 年 1 38 㒊㛛ᣑᙇᆺ C O 2ฟಀᩘ⾲
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電コストの 1.1 ಸとࡋたࠋ 
 

b  㒔ᕷガス 
電化ࡀ㐍ࡳ、㒔ᕷガス㟂要ࡀゼロとなࡑ、ࡾの௦᭰と࡚ࡋ電力㟂要ࡀቑຍするࡶのとࡋたࠋ 
20 13 年の㒔ᕷガス㟂要ࡣ、ᐙ計 453PJ 、産業部門 1, 0 8 2PJ ]る࠶࡛ 14] 㒔ᕷガスの熱ຠ率をࠋ 50 㸣

と࡚ࡋ電力㟂要を計⟬10、ࡋ 㸣省エネࢀࢃ⾜ࡀるとࡋたࠋ㟂要部門とᢞ入係ᩘ表࡛、㒔ᕷガスの

供給をゼロとࡋ、電力㟂要をቑຍࡏࡉたࠋ 
 

c  ⅉἜ、L P ガス 
電化ࡀ㐍ࡳ、ⅉἜ㟂要ࡀゼロ、ᐙ計の L P ガス㟂要ࡶゼロとなࡑ、ࡾの௦᭰と࡚ࡋ電力㟂要ࡀ

ቑຍするࡶのとࡋたࠋ 
20 13 年の国内యのⅉἜ㟂要量ࡣ 17.69 5× 10 9 L ]る࠶࡛ 14] ⅉἜ発熱量をࠋ 36.5M J /L とࡋ、ᐙ計

と産業部門のⅉἜ㟂要ࡣ、ⅉἜ㟂要㢠にẚすると௬定࡚ࡋ、ᐙ計 30 2PJ 、産業部門 344PJ とࡋ

たࠋⅉἜの熱ຠ率を 50 㸣と࡚ࡋ電力㟂要を計⟬ࡋた࡚ࡏేࠋ 10 㸣省エネࢀࢃ⾜ࡀるとࡋたࠋ 
20 13 年のᐙ計の L P ガス㟂要量ࡣ 6, 631k t ]る࠶࡛ 14] Lࠋ P ガス発熱量を 50 .2M J /k g とࡋ、L P ガ

スの熱ຠ率を 50 % と࡚ࡋ電力㟂要を計⟬ࡋた࡚ࡏేࠋ 10 㸣省エネࢀࢃ⾜ࡀるとࡋたࠋ 
 

d  電Ẽ⮬ື㌴ 10 0 㸣普及、ࣛイドシ࢙ア 50 㸣普及 
ガࢯリン㌴に࡚᭰ࡗࢃ電Ẽ⮬ື㌴（E V ࡀ（ 10 0 㸣普及ࡋ、シ࢙アリンࢢエコ࣑ࣀーと࡚ࣛࡋイ

ドシ࢙ア(R S ࡀ( 50 㸣普及するとࡋたࠋ 
㟂要部門のᐙ計ᨭ出に࠾い࡚ࡣ、ガࢯリン㌴の㟂要㢠をゼロとࡋ、R S 50 㸣普及のため E V ㌴の

㟂要㢠をガࢯリン㌴の 1/2 とࡋたࠋ▼Ἔ製ရの㟂要㢠かࡽガࢯリンと㍍Ἔの㟂要㢠をᕪࡋᘬࡁ、

電力㟂要をቑຍࡏࡉた20ࠋ 13 年の⮬ᐙ用㌴エネルギー消費ࡣ 1, 770 PJ ]る࠶࡛ 14] リンエンࢯガࠋ

ジンຠ率を 20 㸣、E V ㌴蓄電池ロスを 10 㸣、モーターຠ率を 8 0 㸣と࡚ࡋ電力㟂要を計⟬ࡋたࠋ 
㍺出࡛ࡣ、用㌴(ガࢯリン)の㍺出㢠 8 .0 14 を 0 とࡋ、用㌴(E V )の㍺出㢠を 0 

かࡽ 8 .0 14 にቑຍࡏࡉたࠋ㍺入࡛ࡣ、用㌴(ガࢯリン)の㍺入係ᩘ 0 .144 を 0 とࡋ、用㌴

(E V )の㍺入係ᩘを 0 かࡽ 0 .144 とࡋたࠋ国内資本ᙧ成につい࡚ྠࡶᵝのኚ化を࠼たࠋ 
ᢞ入係ᩘ表࡛ࡣ、ྛ産業部門の▼Ἔ製ရ供給分かࡽガࢯリンと㍍Ἔの供給分をᕪࡋᘬࡁ、電力

㟂要をቑຍࡏࡉたࠋ 
 

e  㕲㗰リࢧイクル 
㗰ᮦのリࢧイクルࡀ㐍ࡳ、⢒㗰(電⅔)の⏕産ࡣቑຍするࡀ、㖧㕲と⢒㗰(㌿⅔)の⏕産、࠾よࡧ

㗰ᮦの㍺出ࡣῶᑡするࡶのとࡋたࠋ 
ᢞ入係ᩘ表࡛、㖧㕲と⢒㗰(㌿⅔)の供給を 50 㸣ῶᑡࡏࡉ、⢒㗰（電⅔）の供給を 50 㸣ቑຍࡏࡉ

たࠋ省エネによࡾ⢒㗰（電⅔）の電力㟂要を 10 㸣ῶᑡࡏࡉたࠋ㟂要部門࡛、㗰ᮦの㍺出㢠を 50 㸣
ῶᑡࡏࡉたࠋ 

 
f  化学製ရ 
リࢧイクルࡀ㐍ࡶࡴのとࡋ、ᢞ入係ᩘ表࡛化学製ရの供給を 50 㸣ῶᑡࡏࡉたࡲࠋた省エネによ

化学製ရの電力㟂要をࡾ 30 㸣ῶᑡࡏࡉたࠋ 
 

g  セ࣓ント製ရ 
ポルトࣛンドセ࣓ントよࡾ㧗ᙉ度なセ࣓ントࡀ開発ࢀࡉ、セ࣓ント製ရの供給量ࡀῶᑡするࡶ

のとࡋ、ᢞ入係ᩘ表࡛セ࣓ント製ရの供給を 70 㸣ῶᑡࡏࡉたࠋ 
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h  ỗ用機Ეと産業用機Ეの㍺出 
発ᒎ㏵上国向けにỗ用機Ეと産業用機Ეの㍺出ࡀቑຍするࡶのとࡋ、㟂要部門࡛ỗ用機Ეと産

業用機Ეの㍺出㢠を 2 ಸとࡋたࠋ省エネࢀࢃ⾜ࡀ、ᢞ入係ᩘ表࡛ࢀࡒࢀࡑの電力㟂要を 20 㸣ῶᑡ

 ࠋたࡏࡉ
 

i  ゼ日᪑⾜⪅、་⒪費のቑຍ 
ゼ日እ国人᪑⾜⪅のቑຍによࡾ、ᐟἩࢧービスと㣧㣗ࢧービスの㍺出、࠾よࡧእ国人のᗣ᳨

ᰝཷデࡀቑຍするࡶのとࡋたࠋ㧗㱋化にకい་⒪費ࡀቑຍするࡶのとࡋたࠋ 
㟂要部門࡛、ᐟἩࢧービスの㍺出㢠を 10 、㣧㣗ࢧービスの㍺出㢠を 6 、་⒪の㍺出㢠

を 2 ቑຍࡏࡉたࡲࠋた、ᐙ計と政ᗓの་⒪ᨭ出㢠をࢀࡒࢀࡑ 6 、24 ቑຍࡏࡉたࠋ 
ᢞ入係ᩘ表࡛、省エネによࡾᐟἩ、㣧㣗、་⒪の電力㟂要を 20 㸣ῶᑡࡏࡉたࠋ 
 

j  ሗࢧービス産業 
ሗࢧービス産業のࣇࢯトウエア上ࡆと電Ꮚ計⟬機上ࡀࡆቑຍࡋ、ᐙ計のᩍ⫱ᨭ出ࡀቑຍ

するࡶのとࡋ、㟂要部門࡛ሗࢧービスと電Ꮚ計⟬機の国内資本ᙧ成㢠を、ࢀࡒࢀࡑ 20 、2
ቑຍࡏࡉ、ᐙ計のᩍ⫱㟂要㢠を 10 ቑຍࡏࡉたࠋ 
ሗࢧービス製ရの供給とሗࢧービス産業の電力㟂要ࡀቑຍするࡶのとࡋ、ᢞ入係ᩘ表࡛

ሗࢧービスの供給を 3 ಸとࡋ、ሗࢧービス産業の電力㟂要を 5 ಸとࡋたࠋ 
 

3. 2 ィ⟬⤖ᯝ 
a 㹼j の 10 㡯┠のኚ化を࡚࠼産業連関分析を⾜ࡗた⤖ᯝを表 2 に♧すࠋ 

⾲ 2  産業㐃㛵ศᯒのィ⟬⤖ᯝ 

ࢣ
勖
 ࢫ

㡯┠ 
 

グྕࡣ⾲ 1 ཧ↷ 

G D P  
 

() 

G D P  
ᇶ‽ᕪ 
() 

㍺ฟ 
 

() 

㍺ධ 
 

() 

C O 2 

ฟ㔞 
(M t - C O 2) 

C O 2 

ᇶ‽ᕪ 
(M t - C O 2) 

C O 2 
๐ῶ⋡ 
(% ) 

㟁ຊ 
㟂要 

(T W h ) 
0  20 1 3(ᇶ‽) 5 0 3 0  7 7  9 2 1 , 31 1  0  0  9 8 2 
1  a    Z C 㟁※ 5 1 0  7  7 7  8 4  7 33 - 5 7 8  4 4  1 , 0 1 8  
2 a + b 㒔ᕷ5 ࢫ࢞ 1 1  8  7 7  8 2 6 5 3 - 6 5 8  5 0  1 , 21 6  
3 a + c  ⅉἜ L P G  5 1 1  8  7 7  8 3 6 8 8  - 6 23 4 8  1 , 1 4 9  
4  a + d  E V ㌴,  R S  5 1 3 1 0  7 7  7 6  4 8 2 - 8 29  6 3 1 , 29 5  
5  a + e  㕲㗰 5 1 0  6  7 6  8 3 6 6 8  - 6 4 3 4 9  1 , 0 1 3 
6  a + f  化Ꮫ〇ရ 5 1 0  7  7 5  8 0  7 20  - 5 9 1  4 5  9 9 7  
7  a + g 5 ࢺン࣓ࢭ  1 0  7  7 7  8 4  6 7 7  - 6 34  4 8  1 , 0 1 2 
8  a + h  ᶵᲔ 5 1 7  1 3 8 5  8 5  7 4 5  - 5 6 6  4 3 1 , 0 26  
9  a + i  ゼ᪥᪑⾜⪅ 5 5 4  5 1  9 5  8 9  7 8 5  - 5 26  4 0  1 , 0 6 3 
1 0  a + j  ሗ 5 38  35  7 7  8 8  7 32 - 5 7 9  4 4  1 , 0 6 4  
1 1  ⤫ྜ(a 㹼j ) 5 9 5  9 2 9 9  7 4  24 2 - 1 , 0 6 9  8 2 1 , 7 5 2 
 
表 2 に♧すࢣース 0 基‽とするࡣ 20 13 年の್࡛࠶るࡋࠋた࡚ࡗࡀ GDP と CO2排出量の基‽と

のᕪࡣゼロ࡛࠶るࢣࠋース 1 ࡣ Z C 電源システムの計⟬⤖ᯝ࡛ࢣ、ࡾ࠶ース 2㹼10 ࡣ Z C 電源と

ྛ㡯┠を⤌ࡏࢃྜࡳた計⟬⤖ᯝを♧すࢣࠋース 11 表ࡣ 1 にᣲࡆた࡚のኚ化を⤌ࡏࢃྜࡳた計

⟬⤖ᯝ࡛ࡾ࠶、GDP ࡣ 59 5 、CO2๐ῶ率ࡣ 8 2% となࡗたࠋ 
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電コストの 1.1 ಸとࡋたࠋ 
 

b  㒔ᕷガス 
電化ࡀ㐍ࡳ、㒔ᕷガス㟂要ࡀゼロとなࡑ、ࡾの௦᭰と࡚ࡋ電力㟂要ࡀቑຍするࡶのとࡋたࠋ 
20 13 年の㒔ᕷガス㟂要ࡣ、ᐙ計 453PJ 、産業部門 1, 0 8 2PJ ]る࠶࡛ 14] 㒔ᕷガスの熱ຠ率をࠋ 50 㸣

と࡚ࡋ電力㟂要を計⟬10、ࡋ 㸣省エネࢀࢃ⾜ࡀるとࡋたࠋ㟂要部門とᢞ入係ᩘ表࡛、㒔ᕷガスの

供給をゼロとࡋ、電力㟂要をቑຍࡏࡉたࠋ 
 

c  ⅉἜ、L P ガス 
電化ࡀ㐍ࡳ、ⅉἜ㟂要ࡀゼロ、ᐙ計の L P ガス㟂要ࡶゼロとなࡑ、ࡾの௦᭰と࡚ࡋ電力㟂要ࡀ

ቑຍするࡶのとࡋたࠋ 
20 13 年の国内యのⅉἜ㟂要量ࡣ 17.69 5× 10 9 L ]る࠶࡛ 14] ⅉἜ発熱量をࠋ 36.5M J /L とࡋ、ᐙ計

と産業部門のⅉἜ㟂要ࡣ、ⅉἜ㟂要㢠にẚすると௬定࡚ࡋ、ᐙ計 30 2PJ 、産業部門 344PJ とࡋ

たࠋⅉἜの熱ຠ率を 50 㸣と࡚ࡋ電力㟂要を計⟬ࡋた࡚ࡏేࠋ 10 㸣省エネࢀࢃ⾜ࡀるとࡋたࠋ 
20 13 年のᐙ計の L P ガス㟂要量ࡣ 6, 631k t ]る࠶࡛ 14] Lࠋ P ガス発熱量を 50 .2M J /k g とࡋ、L P ガ

スの熱ຠ率を 50 % と࡚ࡋ電力㟂要を計⟬ࡋた࡚ࡏేࠋ 10 㸣省エネࢀࢃ⾜ࡀるとࡋたࠋ 
 

d  電Ẽ⮬ື㌴ 10 0 㸣普及、ࣛイドシ࢙ア 50 㸣普及 
ガࢯリン㌴に࡚᭰ࡗࢃ電Ẽ⮬ື㌴（E V ࡀ（ 10 0 㸣普及ࡋ、シ࢙アリンࢢエコ࣑ࣀーと࡚ࣛࡋイ

ドシ࢙ア(R S ࡀ( 50 㸣普及するとࡋたࠋ 
㟂要部門のᐙ計ᨭ出に࠾い࡚ࡣ、ガࢯリン㌴の㟂要㢠をゼロとࡋ、R S 50 㸣普及のため E V ㌴の

㟂要㢠をガࢯリン㌴の 1/2 とࡋたࠋ▼Ἔ製ရの㟂要㢠かࡽガࢯリンと㍍Ἔの㟂要㢠をᕪࡋᘬࡁ、

電力㟂要をቑຍࡏࡉた20ࠋ 13 年の⮬ᐙ用㌴エネルギー消費ࡣ 1, 770 PJ ]る࠶࡛ 14] リンエンࢯガࠋ

ジンຠ率を 20 㸣、E V ㌴蓄電池ロスを 10 㸣、モーターຠ率を 8 0 㸣と࡚ࡋ電力㟂要を計⟬ࡋたࠋ 
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㗰ᮦのリࢧイクルࡀ㐍ࡳ、⢒㗰(電⅔)の⏕産ࡣቑຍするࡀ、㖧㕲と⢒㗰(㌿⅔)の⏕産、࠾よࡧ
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GDP のቑ大にࡣ、h ỗ用機Ეと産業用機Ეの㍺出、i ゼ日᪑⾜⪅と་⒪費、j ሗࢧービス産業

CO2、ࡋᐤࡀ ๐ῶにࡣ、b 㒔ᕷガス、d 電Ẽ⮬ື㌴、e 㕲㗰、g セ࣓ントࡀᐤするࡇとࡀ分か

1,752TWh、ࡋቑຍࡣ電力㟂要࡚ࡋの௦᭰とリンなࢯ㒔ᕷガス、ⅉἜ、ガࠋたࡗ となࡗたࡇࠋの

量ࡣ現ᅾの電力㟂要の⣙ 1.8 ಸ࡛ࡇ、ࡾ࠶の⛬度の供給ࡣ可能࡛࠶る [15]ࠋ 

 めࡲ ��

LCS による⏕可能エネルギーの発電コストとᮦᩱ用量の評価⤖ᯝを用い࡚、බ表࡚ࢀࡉい

る産業連関表に⏕可能エネルギーを㏣ຍࡋた拡ᙇᆺ産業連関表を作成ࡋたࠋLCS による ZC 電

源システム[8]の発電量の計⟬⤖ᯝを用い࡚産業連関分析を⾜い、GDP と CO2排出量を計⟬ࡋたࠋ

ᑗ᮶のࡾのᡭ法によࡇ ZC 社会に向けた定量的なシナリオを♧すࡇとࡁ࡛ࡀたࠋ 
計⟬（表 ースࢣ、2 11）に♧すよ࠺に、GDP 600 と CO2๐ῶ率 80㸣ࡣ୧立࡛ࡁるࡇとࡀ

分かࡗたࠋ一᪉࡛、㒔ᕷガス、ⅉἜ、ガࢯリンなの௦᭰のための電力㟂要ࡣ 1,750TWh ⛬度ࡲ

࡛ቑຍࡋたࠋ産業構造のኚ化によࡇ、ࡾの電力㟂要量ࡽࡉࡀにቑ大する可能性࠶ࡀるため、ࡑの

ᢚไࡀᚲ要になる࡛ࠋ࠺ࢁ࠶ 
本計⟬࡛ࡣ、蓄電⣔に蓄電池を⤌ࡳ入ࢀたࡀ、័性力電源と࡚ࡋ㔜要なᥭ水ᘧ水力発電ࡸ

水素（アンモニア）ガスタービンࡳ⤌ࡣ入ࡎࡽ࠾࡚ࢀ、ᚋ、拡ᙇᆺ産業連関表の部門⣽分化ࡀ

ᚲ要࡛࠶るࠋ⏕可能エネルギーに関する LCS 技術評価の᭦᪂にకい産業部門のᢞ入係ᩘをಟ

ṇするࡇと、࠾よࡧ᪂技術による産業構造のኚ化をྲྀࡾ㎸ࡇࡴとを⥅⥆するᚲ要࠶ࡀるࠋ 
本ᡭ法を用いるࡇとによࡾ、ᑗ᮶の産業構造ኚ化のࢣーススタデࡁ࡛ࡀるととࡶに、᫂るく

㇏かな ZC 社会の実現の㐨➽をᥥくࡇとࡁ࡛ࡀるࠋ 

�� 政策立案のための提案 

ZC 社会の実現のため、現ᅾ CO2排出量の⣙ 50㸣を༨める電力部門に࠾い࡚⏕可能エネルギ

ーの導入を᥎ࡋ㐍め、ZC 電源システムを構⠏するᚲ要࠶ࡀるࠋ 
ZC 電源システムの導入ࡀ社会経済、環境負荷に࠼るᙳ㡪を᫂ࡽかにするために、本ᡭ法を用

い࡚ ZC 社会実現に向けたシナリオを♧すᚲ要࠶ࡀるࠋ 
⏕可能エネルギーのポテンシャル拡大のため、太陽光発電と風力発電ࡔけ࡛なくࡑのの

⏕可能エネルギーのポテンシャルをቑຍࡏࡉるࡇとを┠的とࡋたㄪᰝと規ไ⦆ࡀᚲ要࡛࠶るࠋ 
  



構ʢ+45ʣػڵ։ൃ๏ਓՊֶٕज़ৼڀݚ立ࠃ7
低炭素社会ઓུηンλーʢ-$4ʣ

低炭素社会実現に向けた政策立案のための提案書
ゼロカーボン社会に向かう産業構造の変化例
令和2年3月

低炭素社会実現に向けた政策立案のための提案書 
ゼロカーボン社会に向かう産業構造の変化例 令和 2 年 3 月 

7 
 

ཧ⪃ᩥ⊩ 

[1] 低炭素社会の実現に向けた政策立案のための提案書, 技術開発編, “太陽光発電システム

（Vol.4）－定量的技術シナリオに基づく太陽電池モジュールの製造コスト低下要因分析－”, 
科学技術振興機構低炭素社会戦略センター, 2017 年 3 月.  

[2] 低炭素社会の実現に向けた政策立案のための提案書, 技術開発編, “蓄電池システム（Vol.6）
－リチウムイオン電池のエネルギー密度向上の可能性と研究課題－”, 科学技術振興機構低

炭素社会戦略センター, 2019 年 2 月. 
[3] 低炭素社会の実現に向けた政策立案のための提案書, 技術開発編, “風力発電システム（Vol.1） 

－陸上風力発電システムの経済性評価－”, 科学技術振興機構低炭素社会戦略センター, 2018
年 1 月. 

[4] 低炭素社会の実現に向けた政策立案のための提案書, 技術開発編, “中小水力発電（Vol.2）－

開発可能な発電量電力量と発電原価、設備利用率との関係－”, 科学技術振興機構低炭素社会

戦略センター, 2015 年 3 月. 
[5] 低炭素社会の実現に向けた政策立案のための提案書, 技術開発編, “地熱発電（Vol.1）－発電

量拡大に向けた設計・評価－”, 科学技術振興機構低炭素社会戦略センター, 2015 年 3 月. 
[6] 低炭素社会の実現に向けた政策立案のための提案書, 技術開発編, “木質バイオマスエネルギ

ーポテンシャルの地域分布（Vol.2）－不均一に分布する人工林の伐採作業のコスト－”, 科学

技術振興機構低炭素社会戦略センター, 2019 年 2 月. 
[7] 低炭素社会の実現に向けた政策立案のための提案書, 技術開発編, “アンモニア直接燃焼によ

るガスタービンシステムの提言”, 科学技術振興機構低炭素社会戦略センター, 2018 年 12 月. 
[8] 低炭素社会の実現に向けた政策立案のための提案書, 技術開発編, “低炭素電源システムの安

定化と技術・経済性評価（Vol.3）－2050 年の低炭素電源システムの技術開発課題－”, 科学技

術振興機構低炭素社会戦略センター, 2019 年 3 月. 
[9] 経済産業省, https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/entyoio/result/base_h23/h23_h25uio01n.xlsx, アク

セス 2019 年 12 月 20 日. 
[10] 総務省, https://www.e-stat.go.jp/stat-search/file-download?statInfId=000030137963&fileKind=0, ア

クセス 2019 年 12 月 20 日.  
[11] 低炭素社会の実現に向けた政策立案のための提案書, 技術普及編, “エネルギー・環境分析に

資する産業部門別エネルギー消費・CO2排出量データの作成”, 科学技術振興機構低炭素社会

戦略センター, 2018 年 3 月. 
[12] 南斉規介, 産業連関表による環境負荷原単位データブック（3EID）, 国立研究開発法人国立

環境研究所，http://www.cger.nies.go.jp/publications/report/d031/index.html, アクセス 2019 年 12
月 20 日. 

[13] 水本祐樹, 内山洋司, 岡島敬一, “ハイブリッド産業連関表を用いた太陽光発電システム導入

の経済・環境分析”, Journal of Japan Society of Energy and Resources, Vol.34, No.5, 2013.  
[14] 日本エネルギー経済研究所 計量分析ユニット,“EDMC/エネルギー・経済統計要覧”, 2015. 
[15] 低炭素社会の実現に向けた政策立案のための提案書, “ゼロカーボン電源システムの安定化と

技術・経済性評価（Vol.1）－安定的かつ経済的なゼロカーボン電力供給のための技術開発課

題－”, 2020 年 3 月．  
 
 
 

低炭素社会実現に向けた政策立案のための提案書 
ゼロカーボン社会に向かう産業構造の変化例 令和 2 年 3 月 

6 
 

GDP のቑ大にࡣ、h ỗ用機Ეと産業用機Ეの㍺出、i ゼ日᪑⾜⪅と་⒪費、j ሗࢧービス産業

CO2、ࡋᐤࡀ ๐ῶにࡣ、b 㒔ᕷガス、d 電Ẽ⮬ື㌴、e 㕲㗰、g セ࣓ントࡀᐤするࡇとࡀ分か

1,752TWh、ࡋቑຍࡣ電力㟂要࡚ࡋの௦᭰とリンなࢯ㒔ᕷガス、ⅉἜ、ガࠋたࡗ となࡗたࡇࠋの

量ࡣ現ᅾの電力㟂要の⣙ 1.8 ಸ࡛ࡇ、ࡾ࠶の⛬度の供給ࡣ可能࡛࠶る [15]ࠋ 

 めࡲ ��

LCS による⏕可能エネルギーの発電コストとᮦᩱ用量の評価⤖ᯝを用い࡚、බ表࡚ࢀࡉい

る産業連関表に⏕可能エネルギーを㏣ຍࡋた拡ᙇᆺ産業連関表を作成ࡋたࠋLCS による ZC 電

源システム[8]の発電量の計⟬⤖ᯝを用い࡚産業連関分析を⾜い、GDP と CO2排出量を計⟬ࡋたࠋ

ᑗ᮶のࡾのᡭ法によࡇ ZC 社会に向けた定量的なシナリオを♧すࡇとࡁ࡛ࡀたࠋ 
計⟬（表 ースࢣ、2 11）に♧すよ࠺に、GDP 600 と CO2๐ῶ率 80㸣ࡣ୧立࡛ࡁるࡇとࡀ

分かࡗたࠋ一᪉࡛、㒔ᕷガス、ⅉἜ、ガࢯリンなの௦᭰のための電力㟂要ࡣ 1,750TWh ⛬度ࡲ

࡛ቑຍࡋたࠋ産業構造のኚ化によࡇ、ࡾの電力㟂要量ࡽࡉࡀにቑ大する可能性࠶ࡀるため、ࡑの

ᢚไࡀᚲ要になる࡛ࠋ࠺ࢁ࠶ 
本計⟬࡛ࡣ、蓄電⣔に蓄電池を⤌ࡳ入ࢀたࡀ、័性力電源と࡚ࡋ㔜要なᥭ水ᘧ水力発電ࡸ

水素（アンモニア）ガスタービンࡳ⤌ࡣ入ࡎࡽ࠾࡚ࢀ、ᚋ、拡ᙇᆺ産業連関表の部門⣽分化ࡀ

ᚲ要࡛࠶るࠋ⏕可能エネルギーに関する LCS 技術評価の᭦᪂にకい産業部門のᢞ入係ᩘをಟ

ṇするࡇと、࠾よࡧ᪂技術による産業構造のኚ化をྲྀࡾ㎸ࡇࡴとを⥅⥆するᚲ要࠶ࡀるࠋ 
本ᡭ法を用いるࡇとによࡾ、ᑗ᮶の産業構造ኚ化のࢣーススタデࡁ࡛ࡀるととࡶに、᫂るく

㇏かな ZC 社会の実現の㐨➽をᥥくࡇとࡁ࡛ࡀるࠋ 

�� 政策立案のための提案 

ZC 社会の実現のため、現ᅾ CO2排出量の⣙ 50㸣を༨める電力部門に࠾い࡚⏕可能エネルギ

ーの導入を᥎ࡋ㐍め、ZC 電源システムを構⠏するᚲ要࠶ࡀるࠋ 
ZC 電源システムの導入ࡀ社会経済、環境負荷に࠼るᙳ㡪を᫂ࡽかにするために、本ᡭ法を用

い࡚ ZC 社会実現に向けたシナリオを♧すᚲ要࠶ࡀるࠋ 
⏕可能エネルギーのポテンシャル拡大のため、太陽光発電と風力発電ࡔけ࡛なくࡑのの

⏕可能エネルギーのポテンシャルをቑຍࡏࡉるࡇとを┠的とࡋたㄪᰝと規ไ⦆ࡀᚲ要࡛࠶るࠋ 
  





低炭素社会の実現に向けた
技術および経済・社会の定量的シナリオに基づく

イノベーション政策立案のための提案書

本提案書に関するお問い合わせ先
●提案内容について ・ ・ ・ 低炭素社会戦略センター 主任研究員　石川　環 （ISHIKAWA Tamaki）

 上席研究員　西川　浩 （NISHIKAWA Hiroshi）

 主任研究員　浅田　龍造 （ASADA Ryuzo）

●低炭素社会戦略センターの取り組みについて ・ ・ ・  低炭素社会戦略センター　企画運営室　

〒102-8666　東京都千代田区四番町5-3　サイエンスプラザ4 階

TEL ：03-6272-9270    FAX ：03-6272-9273    E-mail ：

https://www.jst.go.jp/lcs/

© 2020　JST/LCS

許可無く複写 ・複製することを禁じます。

引用を行う際は、必ず出典を記述願います。

ゼロカーボン社会に向かう産業構造の変化例
－拡張型産業連関表の適用－

令和 2年 3月

Changes of Industrial Structure towards Zero Carbon Society:
Application of Extended Input-output Table

Proposal Paper for Policy Making and Governmental Action
toward Low Carbon Societies,

Center for Low Carbon Society Strategy,
Japan Science and Technology Agency,

2020.3

国立研究開発法人科学技術振興機構　低炭素社会戦略センター

https://www.jst.go.jp/lcs/



